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 市のバリアフリーに関する現状と課題 

３.１  市の概況 

 人口推移と将来推計 

「熊本市人口ビジョン（令和２年３月）」では、本市の人口は、平成 28 年（2016 年）以降

減少に転じ、令和 32 年（2050 年）には約 67 万人となることが予測されています。 

一方、65 歳以上人口は増加を続け、高齢化率が大幅に上昇していく見込みとなっています。 

 
人口推移と将来推計 

出典：国勢調査、令和２年以降は熊本市人口ビジョン（令和 2 年 3 月） 
 

 要介護認定者数の推移と将来推計 

要介護認定者数については、制度開始当初の平成 12 年（2000 年）から令和元年（2019

年）にかけて約 3.2倍に増加しており、今後も引き続き増加していく見込みとなっています。 

 

要介護認定者数の推移と将来推計 

出典：第４次熊本市地域福祉計画・地域福地活動計画（令和 2 年 3 月） 
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 障害者手帳保持者数と対人口比の推移 

令和元年度（2019 年度）末で、市民の 6.3％が、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保

健福祉手帳のいずれかを所持している状況であり、所持者数は年々増加傾向にあります。 

 

年度 
H18 

（2006） 

H21 

（2009） 

H24 

（2012） 

H28 

（2016） 

R1 

（2019） 

身体障害者手帳 26,727 29,562 30,661 30,814 29,820 

療育手帳 4,042 4,999 5,686 6,600 7,260 

精神障害者保健福祉手帳 3,721 4,993 6,238 8,201 9,422 

合計 34,430 39,554 42,585 45,615 46,502 

障害者手帳保持者数と対人口比の推移 

出典：第６期熊本市障がい福祉計画第２期熊本市障がい児福祉計画（令和３年３月） 
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３.２  バリアフリーに関する現状 

 バリアフリー化の取組事例等 

 公共交通等 

 鉄道駅 

本市では、南北方向に JR 鹿児島本線、東西方向に JR 豊肥本線が通っており、市内には 17

駅が位置しています。 

また、北東方面には隣接する合志市を結ぶ熊本電気鉄道が通っており、市内には 11 駅が位

置しています。 

 

熊本市鉄道路線図  

JR 路線 

電気鉄道路線 
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九州旅客鉄道については、令和元年度（2019 年度）の日平均乗降客数は、熊本駅が 3 万

人以上と最も多く、次いで新水前寺駅、水前寺駅となっています。 

 

九州旅客鉄道：駅別日平均乗降客数（令和元年度） 

※熊本地域公共交通計画（令和３年４月）を基に乗車人員を２倍にして算出 

 

熊本電気鉄道については、令和元年度（2019 年度）時点の日平均乗降客数は、藤崎宮前駅

が最も多く、次いで北熊本駅、上熊本駅となっています。 

  

熊本電気鉄道：駅別日平均乗降客数（令和元年度） 

※熊本地域公共交通計画（令和３年４月）を基に乗車人員を２倍にして算出 

 

  

50 1,396
1,844

2,836
5,660

30,882

2,502
1,902

1,230

2,398

2,148

9,404
6,932

3,498
1,464

4,508 5,412

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

田
原
坂
駅

植
木
駅

西
里
駅

崇
城
大
学
前
駅

上
熊
本
駅

熊
本
駅

西
熊
本
駅

川
尻
駅

富
合
駅

平
成
駅

南
熊
本
駅

新
水
前
寺
駅

水
前
寺
駅

東
海
学
園
前
駅

竜
田
口
駅

武
蔵
塚
駅

光
の
森
駅

(人/日)

1,714

602

860

510
414

620
736

226
76 88

230

0

500

1,000

1,500

2,000

藤
崎
宮
前
駅

黒
髪
町
駅

北
熊
本
駅

亀
井
駅

八
景
水
谷
駅

堀
川
駅

上
熊
本
駅

韓
々
坂
駅

池
田
駅

打
越
駅

坪
井
川
公
園
駅

(人/日)



17 

バリアフリー法に基づく基本方針における次期目標において、鉄軌道駅については、日平均

利用者数 3,000人以上及び実施計画（移動等円滑化基本構想）の生活関連施設に位置付けら

れた日平均利用者数 2,000 人以上の施設は原則として全て、段差の解消、視覚障がい者の転

落を防止するための設備の整備、運行情報提供設備その他の案内設備の設置等のバリアフリー

化を行うこととされています。 

本市の日平均利用者数が 3,000 人以上の駅においては、乗降客数が多い駅を中心にバリア

フリー化が進められている状況となっています。 

各駅のバリアフリー状況（日平均利用者数 3,000 人以上の駅） 

駅名 段差解消 転落防止 

視覚障害

者誘導用 

ブロック 

車椅子 

使用者用 

トイレ 

障害者 

対応型 

券売機 

幅広 

改札口 

案内表示 

運行情報 

(文字) 

運行情報 

(音声) 

施設案内 

(ピクト) 

上熊本駅 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

熊本駅 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

新水前寺駅 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

水前寺駅 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

東海学園 

前駅 
× ○ × × × × × ○ × 

武蔵塚駅 × × ○ × × ○ × ○ × 

光の森駅 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○：対応済み、×：未対応 

 

 電停 

本市では、熊本駅周辺及び上熊本駅から健軍町を結ぶ熊本市電が通っており、市内には 35

箇所の電停が位置しています。 

令和元年度（2019 年度）時点の日平均乗降客数は、熊本駅前電停が最も多く、次いで通町

筋電停、辛島町電停となっています。 

 
熊本市電路線図 

出典：熊本市交通局ホームページ    
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電停別日平均乗降客数（令和元年度） 

出典：熊本市交通局経営計画（2021～2028）（令和３年３月） 

 

電停については、これまでも整備方法や周辺条件、優先順位等を考慮したうえでバリアフリ

ー化を着実に推進してきており、日平均乗降客数が 3,000 人以上でバリアフリー化の努力義

務が課されている６電停（熊本駅前、通町筋、辛島町、健軍町、新水前寺駅前、水道町）のう

ち、４電停（熊本駅前、辛島町、通町筋、新水前寺駅前）がバリアフリー法に適合している電

停となっています。また、バリアフリー法に適合していない２電停のうち健軍町電停は上りの

みバリアフリー法に適合しており、水道町電停についても車椅子での乗降は可能な状況です。 

なお、日平均乗降客数が 3,000 人未満の電停を含めると令和３年度（2021 年度）末時点

で全 35 電停のうち 1４電停がバリアフリー法に適合しています。 

車両については、全 45編成（54 両）のうち、バリアフリー法に適合している車両は超低

床車両 8 編成（16 両）のみで、車両全体に占める割合は約 30％に留まっています。 

 

各電停のバリアフリー状況（日平均利用者数 3,000 人以上の電停） 

駅名 
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○：対応済み、△：一部対応済み、×：未対応 
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  河原町電停（改良前後） 

     

  超低床車両「COCORO」       電停のバリアフリー化 

出典：熊本市交通局経営計画（2021～2028）（令和 3 年 3 月） 

 

 バス 

市内には、熊本都市バス、九州産交バス、産交バス、熊本電鉄バス、熊本バスの 5 事業者の

路線バスが運行しています。 

各バス事業者においてノンステップバスの導入が進められており、令和３年（2021 年）４

月時点におけるノンステップバスの導入率は、平均して約 65％となっています。 

ノンステップバス導入率（令和３年４月） 

バス事業者 車両数 低床車数 導入率 

都市バス 159 112 70.4% 

九州産交※ 189 107 56.6% 

熊本電鉄 83 55 66.3% 

熊本バス 84 62 73.8% 

合計 515 336 65.2% 

※九州産交の数値については、九州産交バス及び産交バスを合算した数値   

  
   熊本都市バス 
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 タクシー 

ユニバーサルデザインタクシーとは、高齢者、車椅子使用者、ベビーカー利用の親子連れ、

妊娠中の方など、誰もが利用しやすいタクシー車両です。 

熊本県内におけるユニバーサルデザインタクシーの導入状況は、全国ハイヤー・タクシー連

合会の調査によると、令和２年（2020年）３月時点で 57 台（25 事業者）となっています。 

 

 建築物等 

 熊本城天守閣のバリアフリー化 

熊本城においては、出入口等へのスロープの設置により天守閣までの段差解消を行うととも

に、建物内にエレベーターを設置しました。また、階段においては２段手すりへの改修や、段

差の明確化による転倒防止策等を実施しています。 

さらに、多目的トイレの大天守内への設置や、触れる展示や多言語対応の展示解説等の導入

により、誰もが利用しやすい空間づくりを進めています。 

  

天守閣のバリアフリー化 

 

 市立小中学校のバリアフリー化 

学校施設内は、多くの児童生徒が過ごす学習・生活の場であるとともに、災害発生時には一

時避難所として不特定多数の方の利用が想定されることから、施設内の段差解消やトイレの洋

式化及び車椅子使用者用トイレの整備等のバリアフリー化の取組を行っています。 

   

    スロープ         車椅子使用者用トイレ  
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 道路等 

 スムーズ横断歩道の設置 

人優先の安全・安心な通行空間の整備を目指し「スムーズ横断歩道」の設置を行っています。 

「スムーズ横断歩道」とは、路面にハンプを設置することで歩道と横断歩道の段差を解消す

るもので、車両速度抑制や横断者の視認性向上による横断歩行者優先の遵守にもつながります。 

  

スムーズ横断歩道の整備例 

 
 

 特定道路のバリアフリー化 

特定道路とは、多数の高齢者、障がい者等の移動が通常徒歩で行われるものであって国土交

通大臣がその路線及び区間を指定するものであり、熊本市内全 28.14km の特定道路のうち

27.21km（97%）において、視覚障害者誘導用ブロックの設置等のバリアフリー化整備が完

了している状況です。 

  
視覚障害者誘導用ブロックの整備状況 

 
 

 放置自転車対策による歩行空間の確保 

平成 24 年（2012 年）から実施している「放置自転車ゼロ作戦」により、放置自転車が多

い中心市街地や交通結節点周辺において、駐輪場への誘導案内、指導啓発、放置禁止区域の指

定、放置自転車の撤去などの取組を行うことで、放置自転車の解消による快適な歩行空間の確

保を行っています。 

  
放置自転車対策のイメージ 
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 無電柱化による通行空間の確保 

安全かつ円滑な交通の確保に向けて道路の無電柱化事業に取り組んでおり、熊本市無電柱化

推進計画に基づいた整備を進め、歩行空間の確保を行っています。 

 

歩行空間確保のイメージ 

 

 都市公園 

 インクルーシブ公園の整備 

都市公園においては、バリアフリーやユニバーサルデザインに配慮した整備を進めており、

平成中央公園にて、障がいの有無等に関わらずこども達が一緒に遊べる（インクルーシブな）

遊具広場を整備しました。 

   

インクルーシブ遊具の整備例 

 

 案内施設 

 公共サインガイドラインによるサインの視認性向上 

「熊本市公共サインガイドライン」及び「熊本市屋外広告物

ガイドライン」を策定し、高齢者、障がい者、外国人旅行者等、

全ての人が容易に理解できるよう、サインの設置位置や大き

さ、あるいは文字の形や太さ、色彩等、あらゆる視認要素にお

いてユニバーサルデザインに配慮することによるサインの視

認性向上に取り組んでいます。 

 

 

 

 

熊本市公共サインガイドライン  
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 その他官民連携の取組 

 MOBILE LEGO RAMP PROJECT 

公民連携のまちづくり団体「WeDo くまもと」が主催し、スロープ制作実証実験を行いまし

た。「MOBILE LEGO RAMP PROJECT」と称した実証実験はワークショップ形式で行い、

LEGO ブロックを活用したスロープ制作及びまちなかでの体験会を実施しました。多くの方

が参加し段差解消の重要性を改めて認識する機会となりました。 

  

MOBILE LEGO RAMP PROJECT の様子 

 

 桜町地区市街地再開発事業 

誰もが利用しやすい施設整備を目指して、桜町地区第一種市街地再開発事業の施行者である

桜町再開発株式会社と熊本市が連携し、ユニバーサルデザイン意見交換会を実施しました。 

バスターミナルや熊本城ホール等について、利用者の視点からいただいた様々なご意見を踏

まえて、見やすくわかりやすい施設案内や使いやすいトイレ等の整備に配慮しました。 

  

ユニバーサルデザイン意見交換会の様子 
 

 熊本駅周辺整備事業 

熊本駅周辺整備事業においては、旧基本構想に基づき九州旅客鉄道㈱やバス会社等の公共交

通事業者等と連携し、熊本駅周辺地区の施設及び経路に関する一体的なバリアフリー化を図り

ました。 

  

熊本駅前広場の整備状況  
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 アンケート調査 

 実施概要 

バリアフリーに関する意識やご要望、施設の利用状況などを把握するため、アンケート調査

を実施しました。調査の概要は以下のとおりです。 

アンケート調査の概要 

対  象 熊本市在住の高齢者や障がいのある方、子育て世帯などを中心に 2,000人 

時  期 令和 3 年（2021年）12 月 26 日 ～ 令和 4年（2022 年）1月 17 日 

回 収 数 709 票（うち郵送回答 519 票、WEB 回答 190 票） 

調査項目 ご自身のことについて／バリアフリーに関する市民意識について／市内での

移動手段や利用する施設について／市内のバリアフリーに関する課題につい

て／災害時のバリアフリーの課題について 

 

 結果概要 

以下に主な結果を示します。 

アンケート結果概要（1/2） 

バリアフリーに

関する市民意識

について 

・障がいがある方や高齢者の方、妊婦の方の移動に対して、手助けや席を譲る

等のサポートを行ったことがある市民の割合は約７割となっている。 

・心のバリアフリーについては、「よく知っている」が約１割、「聞いたことは

ある」が約 4 割、「知らない」が約５割となっている。 

 

・共生社会の実現に向けた市の啓発活動に関する所感については、「十分取り

組んでいる」及び「どちらかといえば十分取り組んでいる」が合わせて約２

割、「どちらかといえば不十分である」及び「不十分である」が合わせて約４

割となっている。 

・障がいがある方や高齢者の方、妊婦の方等に対する偏見、不当な取扱い等に

ついては、「偏見を感じない」、「感じる時もあるが、改善されてきている」が

約７割となっている。 

市内での 

移動手段や 

利用する施設に

ついて 

・よく利用する施設は、商業施設（スーパー等）が特に多く、次いで医療・福

祉施設（病院等）、公共施設が多くなっている。 

  

・よく利用する施設の配置をみると、中心市街地（通町筋電停周辺）が特に多

く、次いで水前寺・九品寺地区、健軍地区となっている。 

12.0% 38.6% 49.1% 0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

心のバリアフリーの認知状況

よく知っている 聞いたことはある 知らない 無回答・不明 n=709
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0.4%
46

6.5%
103

14.5%

94

13.3%

83

11.7%

171

24.1%

155

21.9%
47

6.6%

7

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20代 30代 40代 50代
60代 70代 80歳以上 無回答・不明 n=709

3

0.4%
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6.5%
103

14.5%

94

13.3%

83

11.7%

171

24.1%
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21.9%
47

6.6%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20代 30代 40代 50代
60代 70代 80歳以上 無回答・不明 n=709
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14.5%

94

13.3%

83

11.7%

171

24.1%

155

21.9%
47

6.6%

7

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20代 30代 40代 50代
60代 70代 80歳以上 無回答・不明 n=709

3

0.4%
46

6.5%
103

14.5%

94

13.3%

83

11.7%

171

24.1%

155

21.9%
47

6.6%

7

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20代 30代 40代 50代
60代 70代 80歳以上 無回答・不明 n=709

44.7%

54.4%

60.8%

78.8%

15.9%

39.9%

21.6%

18.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旅客施設（駅・バス停等）

公共施設（市役所・支所、図書館等）

医療・福祉施設（病院、福祉センター等）

商業施設（スーパー、家電量販店等）

宿泊施設（ホテル、結婚式場等）

公園、運動施設

観光施設（熊本城、水前寺成趣園等）

その他（駐車場 等）

よく利用する施設

n=709
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アンケート結果概要（2/2） 

市内の 

バリアフリーに

関する満足度に

ついて 

・施設種別のバリアフリーに関する満足度について、医療・福祉施設や商業施

設、公共施設などの建築物については「満足」、「やや満足」の割合が高くな

っている。一方、公共交通機関（バス停）、道路・歩道、信号機・横断歩道な

どの歩行環境については「やや不満」、「不満」の割合が「満足」、「やや満足」

の割合を上回っている。 

 

災害時の 

バリアフリーに

ついて 

・災害時の避難場所の認知状況は、「知っている」が約８割と高くなっており、

市民意識の高さがうかがえる。 

・避難時のバリアフリー上の不安があると回答した方の不安の内容は、「気持

ちを落ち着けるためのスペースがない」が最も多くなっており、次いで「避

難する場所まで移動が難しい」、「スペースが狭い」、「施設に段差がある」と

なっている。 

  

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道駅（車両含む）

バス停（車両含む）

タクシー乗り場（車両含む）

道路・歩道

信号機・横断歩道

公共施設（市役所・支所、図書館等）

医療・福祉施設（病院、福祉センター等）

商業施設（スーパー、家電量販店等）

宿泊施設（ホテル、結婚式場等）

公園、運動施設

観光施設（熊本城、水前寺成趣園等）

駐車場

共同住宅（マンション、賃貸アパート等）

それぞれの施設を利用する際の満足度

満⾜ やや満⾜ どちらともいえない

やや不満 不満 利用しないのでわからない

無回答・不明

n=709
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難する場所まで移動が難しい

施設に段差がある

スペースが狭い

情報収集（音声・文字）がしにくい

障がい者用のトイレがない

授乳・おむつ交換場所がない

気持ちを落ち着けるためのスペースがない

必要な介助や支援が受けられない

障がい等の困りごとを理解してもらえない

その他

無回答・不明

避難時における不安

n=276
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 まちあるきワークショップ 

 実施概要 

バリアフリーにおける機運醸成や課題の共有を図るとともに、施設ごとのバリアやそれぞれ

の視点での感じ方について確認するため、まちあるきワークショップを実施しました。 

障がいがある方等による確認はもとより、資機材（車椅子、アイマスク、ベビーカー等）を

用いて様々な立場での利用を疑似体験しながら、普段は気づかないまちの中でのバリアを見つ

けました。 

まちあるきワークショップの概要 

 中心市街地地区 水前寺・九品寺地区 健軍地区 

日程 

・まちあるき（第１回） 

：令和４年 3 月 22 日 

～令和４年３月 24日 

・ワークショップ（第１回） 

：令和４年３月 29日 

・まちあるき 

ワークショップ（第２回） 

：令和４年 11 月７日 

・まちあるき 

ワークショップ（第3回） 

：令和５年３月１８日 

・まちあるき 

ワークショップ 

：令和 4年 7 月 22 日 

・まちあるき 

ワークショップ 

：令和 4 年７月 29 日 

参加者 

第１回：熊本市在住の障

がい当事者、子育て世代

の方など 

第２回：子育て世代の方、

外国人、道路管理者など 

第３回：熊本市在住の障

がい当事者、子育て世代

の方、道路管理者など 

熊本市在住の障がい当事

者、子育て世代の方など 

熊本市在住の障がい当事

者、子育て世代の方など 

点検 

ルート 

・桜町～新市街周辺 

・通町～上通・下通周辺 

・熊本城～市役所周辺 

・九品寺交差点周辺 

・熊本市保健福祉センタ

ー周辺 

・健軍文化ホール 

～ピアクレス周辺 

・健軍町電停周辺 

当日の

様子 

   

※感染症拡大防止の観点から、少人数に分かれてまちあるきを行い、中心市街地地区の第１回のワ

ークショップは後日対面とオンライン形式の併用で実施しました。 
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 結果概要 

ワークショップでは、まちあるきで感じた良い点や改善点を共有するとともに、今後進めて

いきたい取組のアイデアをいただきました。具体的な指摘箇所については次頁以降に示します。 

参加者意見の概要 

◎良い点 
△改善点 

視覚障がい 
身体障がい 
(車椅子) 

子連れ 
(ベビーカー) 

聴覚障がい 知的障がい 外国人 

道
路 

歩道 

△アーケード
内に視覚障
害者誘導用
ブロックが
ない。 
【写真①】 

△車両侵入部
の横断勾配
が大きい。
【写真②】 

△柔らかい素
材の歩道は
ベビーカー
を押しにく
い。 

 

△歩道は二人
横に並んで
もすれ違え
るほどの幅
があるとよ
い。 

 

舗装 

△グレーチン
グやブロッ
クの隙間に
白杖が引っ
かかる。 

△タイルの欠
けや割れが
多く、車椅
子ががたが
たする。 
【写真③】 

△タイルなど
に大きな段
差 が あ る
と、ベビー
カーを押し
にくい。 
【写真③】 

  

 

交差点 
（横断歩道 
・信号機） 

△雨の日だと
信号の音が
聞 き に く
い。 

△歩行者用信
号の青時間
が短い。 

△市電の軌道
にベビーカ
ーが引っか
かる。 
【写真④】 

 

△大きな交差
点では自転
車がスピー
ドを出して
おり危険。 

 

建
築
物 

トイレ 
△トイレに音
声案内がな
い。 

△ドアの開閉
が手動であ
る。 

△乳幼児用設
備は、男女
トイレ両方
にあるとよ
い。 

△個室に災害
発生お知ら
せの緊急ラ
ン プ が な
い。 

△異性介助で
きるトイレ
があるとよ
い。 

△英語表記
が統一さ
れていな
い。 

旅
客
施
設 

電停  

△スロープ付
きの車両が
何時に来る
かわからな
い。 

 

◎車両到着等
を知らせる
ランプはわ
か り や す
い。 
【写真⑤】 

△電光掲示板
は情報をゆ
っくり表示
させるとよ
い。 

 

バス停 
・バス 
ターミナル 

◎バスの運転
手が声掛け
をしてくれ
る。 

△時刻表の文
字 が 小 さ
い。 
【写真⑥】 

◎屋根とベン
チがある。 

◎デジタルの
案内板があ
る。 

△バスの行先
表示が数字
やｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ
でわかりに
くい。 

△乗場はス
マホで調
べてよう
やく理解
できる。 

   

 
①アーケード 

 
②車両侵入部の勾配 

 
③タイルのがたつき 

 
④市電の軌道 

 
⑤電停のランプ 

 
⑥バス停の時刻表 
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 中心市街地地区 

 

【第１回・第２回】 

 

 

※青枠：施設関係、赤枠：道路関係 

 

 

【城彩苑】 

・車椅子の貸出やエレベ
ーターの案内表示が少

ない 
・異性介助できるトイレ
があるとよい 

・一般トイレに介助者や
ベビーカーが入れる広
めの個室があるとよい 

・トイレ前の案内図は通
路や多機能トイレであ
ることの表示がわかり

にくい 

【電停】 

・車椅子対応車両が限ら

れている 
・ホームでは車椅子同士
のすれ違いが難しい 

・時刻表の文字か小さく
見えにくい 

・電子時刻表は車椅子か

らは反射して見えない 
・上りと下りの電停が遠
く間違えたら苦労する 

【交差点】 

・軌道に車椅
子の車輪が
はまらない

か心配 
・歩行者用信
号の青時間

が短い 

【道路（舗装）】 

・タイルの欠けや割れが多
く、ガタついている 

・路面補修済 

【道路（歩道）】 

・すれ違う自転車が怖い 

・通町筋バス停利用者が視
覚障害者誘導用ブロック
上で待機している 

・歩道隅切り部分の横断勾
配が急で車椅子だと通行
しづらい 

 

【交差点】 

・軌道の段差にベビー
カーが引っかかる 

・雨の日は音響式信号
の音が聞こえにくい 

【アーケード】 

・視覚障害者誘導用ブ
ロックがない 

【市役所前バス停】 

・電光掲示板で遅延情
報等がわかるが小さ
くて見にくい 

・系統が多くわかりに
くいため表示形式が
統一されるとよい 

【御幸橋】 

・歩道が狭い 

【道路】 

・自転車がスピー
ドを出して通っ

ており危険 

【道路（歩道）】 
・占用物（電柱、プ

ランター）により
歩道幅員が狭くな
り車椅子が通行で

きない 

【道路（歩道）】 

・歩道の縦断勾配が急
で、電動車椅子でな

いと通行が難しい 

【道路（歩道）】 

・道路照明等により歩道幅

員が狭くなっているため
車椅子が通行できない 

【交差点】 

・歩車道境界の段差

に車椅子がはまる 

【交差点】 

・横断歩道橋により横断
歩道がなく横断するに

は遠回りが必要 
・ベビーカーの車輪が軌
道に挟まる 

・信号が短い 

【道路（歩道）】 

・横断勾配がきつく危険 

・狭い歩道上に看板や照明等障害物が多
い 

・舗装のがたがたが車椅子ではストレス 

・舗装がたつき箇所補修済 

【市民会館（トイレ）】 
・ベビーチェアがない 

・多目的トイレの開閉ボタンが
「開」「閉」の漢字表記のみ
でわかりづらい 

・多目的トイレの数が少ない 
・トイレの英語表記が統一され
ていない 

【市民会館（案内）】 
・授乳室や入口がわかりにくい 
・サインがわかりにくい 

・現在位置の文字が他の文字と
同じ大きさでわかりにくい 

・重要な内容の注意書きが日本

語のみ 

【桜町ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ】 

・2 階経由でしかい
けない乗り場があ
ることがわかりづ

らい 
・目的地へのバス乗
場はスマホ等で自

分で調べてようや
く理解できる 

【電停】 

・時刻表が奥の方
にあり利用しづ
らい 

・車椅子で転回が
できない 

・ベビーカーです

れ違えない 
・ベビーカーで転
回がしづらい 
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【第 3 回】 

 

 

※青枠：施設関係、赤枠：道路関係 

  

【バス停】 

・待機場所が狭く
歩行者とバス利

用者で混雑する 
・バス乗降の際に
段差が大きい 

・電光掲示板が角
度によって反射
して見にくい 

【道路（歩道橋）】 

・体を支えるためには手す

りの端部に水平部が必要 

【アーケード】 

・床の木材で車椅子や杖が

滑る 
・視覚障害者誘導用ブロッ
クがない 

【バス停】 

・ベンチがあるが老朽化や汚
れがひどい 

・ベンチが幅を取っており車

椅子の待機スペースが狭い 

【道路（歩道）】 

・歩道が狭いためマウ

ントアップ形式だと
危ない 

・不要な勾配がある 

【道路（歩道）】 

・自転車利用者が多く、
スピードが速くて危険 

・視覚障害者誘導用ブロ
ックがマンホールで途
切れている 

【道路（歩道）】 

・舗装が劣化しており凸凹している 

・タイル破損箇所補修済 
・横断勾配が車椅子では怖い 
・視覚障害者誘導用ブロックがない 

・歩道の幅が狭い 
・木の根で歩道が盛り上がっている 

【道路】 
・歩道がなく、路側帯に電柱
がある 

・グレーチングの溝に車椅子
や杖がはまる 

・マンホールの段差が大きい 

・マンホール段差補修済 

【道路（歩道）】 
・歩道上に看板や自動車、バ
イクがある 

・店舗の扉が開けっ放しで歩
道を塞いでいる 

・視覚障害者誘導用ブロック

が白色で見にくい 

【道路（歩道）】 

・歩道が狭いため、擦

り付け勾配が急 
・歩道に自動車が乗り
入れている 

【交差点】 

・青信号の時間が短い 

【交差点】 

・歩車道境界の段差が大き
い（3～4cm） 

・交差点前の歩道の勾配が

大きい 
・青時間延長ボタンがない 
・軌道の段差に車椅子やベ

ビーカーがひっかかる 

【バス停】 

・視覚障害者誘導用ブロックが
バス停に近く、時刻表を見る

人がブロック上で立ち止まっ
てしまう 

・車椅子から掲示板が見えない 

【公園（トイレ）】 

・障がい者用トイレが
古く狭い 

・障がい者用トイレの

ドアが手動で重い 

【バス停】 
・ベンチが劣化している 

【施設】 

・道路から施設への段
差があり車椅子で入
れない 
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【第４回】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道路（歩道）】 
・街路樹跡に段差がある 
・段差擦り付け済 
・路面ブロックに穴がある 
・路面補修済 
・歩道の勾配がきつく、幅
も狭いため通行しにくい 

【交差点】 
・軌道に段差がある 
・段差補修済 

【道路（歩道）】 
・点字ブロックがが
たつく 

・点字ブロック補修
済 

【市民会館（敷地内）】 
・点字ブロックが一部
破損している 

【道路（歩道）】 
・タイル・舗装が一部
破損している 

・タイル・舗装補修済 

【交差点】 
・軌道に段差がある 
・段差補修済 
 

【道路（歩道）】 
・舗装が破損している 
・舗装補修済 

【道路（歩道）】 
・歩道上の根上りに
より通行しにくい 

 

【交差点】 
・歩道の青信号が短い 
 

【道路（歩道）】 
・分電盤があり通行し
にくい 

・歩道上に車が駐車し
てあることが多い 

【道路（歩道）】 
・歩道と車道との段差
により車いすが通行
しにくい 
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 水前寺・九品寺地区 

 

 

※青枠：施設関係、赤枠：道路関係 

  

【道路（歩道）】 
・聞こえないと自転車が後ろから来ると怖い、とっさに避けられ
ない 

・段差や穴がある 
・段差・穴補修済 
・車両乗入部の傾斜が大きく車椅子やベビーカーの通行の支障に
なる 

・街路樹で歩道が盛り上がっており車椅子の通行に支障がある 
・歩道盛り上がり箇所擦り付け済 
・工事車両が歩道の視覚障害者誘導用ブロック上に停車している 

【交差点】 
・視覚障害者誘導用ブロッ
クが小刻みに曲げられて
いると方向がわからなく
なり混乱する 

・エスコートゾーンが破損
していると白杖がつっか
える 

・横断歩道の凹凸で車椅子
が通行しづらい 

【道路（歩道）】 
・視覚障害者誘導用ブロ
ックは直角に 2 回曲
げるよりも斜めや曲げ
て誘導した方がよい
（ガイドラインでは直
角に曲げることが基本
とされているが、直角
に曲げない方が良いこ
ともある） 

【商業施設（売り場）】 
・視覚障害者が一人で買い物することは難しい 
・売り場の案内をイラストにしてほしい 
・車椅子では店員呼出ボタンに手が届かない 
・エレベーターの案内が見つけられない 
・車椅子ではエレベーターのボタンに手が届かない 
・エスカレーター付近にエレベーターの案内が欲しい 
【商業施設（トイレ）】 
・入口に音声案内がないと男女の別がわからない 
・個室トイレの流す方法（ボタンの場所）がわからないと
きがある 

・車椅子ではドアの開閉・施錠が難しい 
・トイレのマークがモノクロでわかりにくい 

【バス停】 
・バスロケーションシステムのモニターが高すぎ
て見えにくい 

・バス停の点字ブロックと横断歩道を勘違いする
ことがある 

・視覚障害者はバスの待機場所がわからない 
・バスの方面別のアルファベットがわかりにくい 
・運転手の行先アナウンスがないことがある 
・バスの時刻表がバス会社でまちまちで見にくい 
・時刻表の文字が小さい 
・バスを歩道にできる限り寄せてほしい 
・ベンチより前にいないと運転手に気づかれない 

【道路（歩道）】 
・歩道上の電線共同
溝の機器の蓋によ
る凹凸で車椅子が
通行しづらい 

・タイルの歩道は全
体的に凹凸があり
通行しづらい 

【交差点】 
・車椅子では歩行者
用ボタンが押しづ
らい 

【道路（歩道）】 
・車両乗入口は道路
側に傾斜がついて
いるため車椅子が
滑りそうになる 

【交差点】 
・押しボタンの位置
が高く（850mm
が良い）硬い 

【映画館（シアター内）】 
・2 台分の車椅子が入らないため車椅子
使用者が２人並べる広さが必要 

・日本映画の字幕あり期間が短い 
【映画館（トイレ）】 
・多目的トイレのベビーベッドが大きく
車椅子で入りにくい 

【映画館（駐車場）】 
・施設の上屋と駐車場が連続していない
箇所がある 
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 健軍地区 

 

 

※青枠：施設関係、赤枠：道路関係 

 

 

 

【健軍文化ホール（ホール）】 
・座席が取り外しできる車椅子使用者が自由に席を選べて良い 
・舞台袖出入口のスロープが急でクランクになっていて狭い 
【健軍文化ホール（その他）】 
・カウンターが車椅子使用者には高い 
・カウンター上に物を置きすぎており受付の開放感が乏しい 
・敷地内通路の舗装にがたつきがある 
・駐車場からのルートに段差がある 
・歩道から施設出入口まで視覚障害者誘導用ブロックがない 
・目的施設がどこにあるかわかりにくい 
・既設の表示に加え、誰にでも目につきやすい場所に施設案内
板を掲示対応済 

・車椅子用の屋根付き駐車場がない 

【マルショク健軍】 
・多目的トイレのドアは自動ド
アが使いやすい 

・トイレのサインが見えづらい 
・エレベーターのボタンの位置
が悪く押しづらい 

【交差点】 
・歩行者用青信号時間が短い 
・信号現示の歩行者用青時間については、県警で対
応済（青時間を長くした） 

・エスコートゾーンがあるが劣化してつぶれている 
・エスコートゾーン補修済 

【道路（歩道）】 
・舗装の色がカラフルで視覚障害者誘導用ブロックが
認識しづらい 

・植樹帯に何も植えられおらず水たまりになっている 
・水たまり補修済 
・視覚障害者誘導用ブロック近くまで中木が伸びてき
ており歩行に支障がある 

・道路内の中木は伐採・民地の樹木については指導
し、剪定済 

【バス停】 
・バス停の時刻表が
片面のみだが両面
の方が見やすい 

【道路（歩道）】 
・ブロック舗装ががたついている 
・舗装補修済 
・視覚障害者誘導用ブロックが下水蓋により
途切れている箇所がある 

・視覚障害者誘導用ブロック設置済 
・歩道の傾斜が急で通行しづらい 
・段差・穴がある 
・段差・穴（支柱撤去跡）補修済 
・歩道の勾配の付け方が悪く水がたまってい
る 

・店舗前の横断勾配が大きい 
・バス停に傾斜がある 

【健軍文化ホール（エレベーター）】 
・ストレッチャーが乗る広さが欲しい 
・鏡に全身が映らないため安全確認しづらい 
・ボタンを押したかどうかわかりにくい 
【健軍文化ホール（トイレ）】 
・多目的トイレは車椅子で転回するには狭い 
・オムツ交換場所がわかりにくい 
・既設の表示に加え、誰にでも目につきやすい場所
におむつ交換場所についての案内を掲示対応済 

・SOS ボタンがない 
・男女の別を音声でわかりやすくしてほしい 

【電停（降車側）】 
・ホームがとても狭く車椅
子利用ができない、車両
にぶつかりそうで怖い 

・必要に応じて上り電停で
も降車可能 

【道路（歩道）】 
・買い物カートが雑然と置かれている 
・歩道まではみ出して商品を陳列しており通行し
づらい箇所がある 

・グレーチングの幅（穴）が大きく杖がはまる 
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３.３  バリアフリーに関する課題 

前段で整理した本市の現状や市民意見等を踏まえ、本市のバリアフリーに関する主な課題を以

下のとおり整理しました。 

 

バリアフリーに関する主な課題 

各施設における 

バリアフリー化 

・障がいのある方は自動車での移動が多いものの、中心市街地や地域拠点

への貴重な移動手段である公共交通のバリアフリー化が必要である。 

・建築物のバリアフリー状況に対しては満足度が高い傾向にあるものの、

トイレや駐車場に対する指摘が多くあり、各施設においてバリアフリー

トイレや障がい者用駐車場の整備を推進していく必要がある。 

・道路においては、視覚障害者誘導用ブロックや舗装の維持管理に対する

指摘が多くあることから、さらなるバリアフリー化の推進に加え、既存施

設の適切な維持管理が必要である。 

・青時間が短く渡り切れない信号機や、横断歩道表示の劣化など、交通安全

上の指摘が多くあり、交通管理者と連携を深めた交通安全対策に取り組

む必要がある。 

・避難時においては、落ちつけるスペースがないことや移動が難しいこと

への不安が多く、避難所の利用環境やサポートの充実を図る必要がある。 

・仮設住宅については、車椅子使用者や高齢者の入居を想定したバリアフ

リー対応型のものを一定数確保できる取組を推進していく必要がある。 

心のバリアフリー 

・市民アンケートによると、障がい者等に対し手助けや席を譲るなどのサ

ポートを行ったことがある方の割合は約７割である一方、「心のバリアフ

リー」をよく知っている方の割合は約１割となっているため、心のバリア

フリーの概念と結び付けたうえで啓発事業等の取組を推進し、誰もが自

然に支え合えるよう相互理解を深めていく必要がある。 

 

  


